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行 

政 

報 

告
（
髙
橋
町
長
）

３
月
定
例
会
の
中
か
ら
、
行
政
報
告
と
そ
の
関
連
質
疑
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３月定例会報告

３月９日

◎
懸
案
事
項
に
お
け
る

　

要
望
活
動

【
自
由
民
主
党
移
動
政
調
会
】

・
道
路
整
備
の
計
画
的
な
促
進

に
つ
い
て　

ほ
か
11
件

◎
北
見
幌
内
郵
便
局
に
お

け
る
広
域
紋
別
病
院
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
開
始

目　

的
医
療
資
源
が
限
ら
れ
た
地

域
に
お
け
る
医
療
提
供
体

制
を
維
持
・
構
築
し
、
地

域
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

対　

象
交
通
手
段
の
確
保
が
困
難

で
、
医
療
機
関
へ
の
定
期

的
な
通
院
に
課
題
が
生
じ

て
い
る
地
域
住
民
。

実
施
場
所　
北
見
幌
内
郵
便
局

実
施
日　
月
１
回(

火)

※
病
院
と
郵
便
局
が
事
前
に
調

整
の
上
、
計
画
的
に
実
施
。

実
施
方
法

郵
便
局
内
に
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
環
境
を
整
備
し
、
病

院
及
び
調
剤
薬
局
と
接
続

す
る
こ
と
で
、
診
療
か
ら

服
薬
指
導
ま
で
を
行
う
。

ま
た
、
診
療
看
護
師
が
郵

便
局
に
同
席
し
、
触
診
や

打
診
、
採
血
等
な
ど
を
現

地
で
実
施
す
る
。

◎
医
療
連
携
協
定
の
締
結

協
定
先

社
会
医
療
法
人
朋
仁
会

整
形
外
科
北
新
病
院（
札
幌
市
）

医
療
連
携
内
容

⑴
雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病
院

か
ら
の
整
形
外
科
領
域
の
疾

患
が
疑
わ
れ
る
患
者
の
紹
介

(

検
査
・
診
断
、
治
療
な
ど)

⑵
整
形
外
科
領
域
の
疾
患
に
関

す
る
専
門
的
意
見
を
求
め
る

た
め
の
相
談

⑶
精
査
段
階
に
お
け
る
他
の
病

変
発
見
時
の
専
門
病
院
へ
の

受
診
勧
奨

協
定
日　
令
和
８
年
３
月
１
日

◎
防
災
担
当
専
任
職
員

(

防
災
監)

の
配
置

氏　

名

　
河か

が

や
々
谷　

隆た
か
し
　
（
55
歳
）

採
用
年
月
日

　
令
和
８
年
４
月
１
日
付
け

配
置
部
署　
地
域
防
災
室

役　

職　
室
長(

課
長
職)

経　

歴

・
昭
和
63
年
４
月

陸
上
自
衛
隊
入
隊 

・
平
成
29
年
３
月

第
２
特
科
連
隊
第
４
大
隊

本
部
管
理
中
隊(

中
隊
長) 

・
平
成
30
年
８
月

第
２
師
団
司
令
部
総
務
課

(

渉
外
幹
部)

・
令
和
４
年
３
月

第
２
師
団
司
令
部
監
察
官

(

監
察
幹
部)

・
令
和
７
年
８
月

第
２
師
団
司
令
部
付
隊

(

副
隊
長)

・
令
和
８
年
３
月

陸
上
自
衛
隊
退
職
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↓
次
は
　
　
　
議
　
案
　
審
　
議

行 政 報 告 等 に 関 する質 疑 応 答

● 省エネエアコン購入助成  
嶋村
　申込件数は 52 件と非常に助成効果が出ている
と思うが、助成事業を継続で予算措置をする考え
はあるのか。

住民生活課長
　非常に引き合いが高い事業であり、今議会にお
いても総数７0 件（※）を見込んだ形での予算を提案
させていただいた。この制度は国の物価高騰対策
事業を財源としており、延長はないことから、事業
は一旦終了させていただく。今後、財源を活用で
きるものがあれば、助成事業の検討は進めていき
たい。

（※）その後、申込みがさらに増えたことから追加補正があり、総数

100 件の予算となった。

遠藤
　他の課との情報共有はなされているのか。クーリ
ングシェルターの利用が難しい方や高齢者世帯の
方が実際どれくらいこの助成を申し込みしたのか。

住民生活課長
　積極的にそういった方を対象にした話ではなく、
既にエアコンを付けられた方に対する助成であるた
め、詳細についての分析は行っていない。今後、
関係各課とは情報共有をさせていただきたい。

● コミュニティバスの運行
嶋村
　乗車人数の記載があるが、計画対比でどのよう
な動きになっているのか。

公共交通対策室長
　令和８年 2 月末現在で 3164 人が乗車している。
１年の利用目標人数は 1880 人としており、すで
に計画よりも高い 168.3％の乗車がある状況。

● ふるさと応援寄附金  
嶋村
　全体的に前年をかなり上回っているが、年末から
１月にかけては落ち込んでいる。原因を分析してい
るか。

ふるさと納税推進室長　
　好調であったホタテ製品が完売し伸びなかったこ
とと、昨年 10 月の法改正によるポイント付与廃止
が要因と考えている。

３月９～ 18 日（10 日間）
●行政報告（町長）

●行政事務報告（副町長）

●教育行政報告（教育長）

●各会計補正予算 11 件
　（専決処分１件含む）

●条例制定・改正・廃止 4 件
●委員の選任ほか４件

　　　 審 議 内 容
●町行政執行方針
●教育行政執行方針
●令和 8 年度各会計予算９件
●令和 8 年度予算関連議案 3 件
※上記 2 件一括上程

●一般質問（４名）

●予算審査特別委員会（３日間）

●予算審査特別委員長報告

● 幌内郵便局におけるオンライン診療  
遠藤
　オンライン診療は北海道で初めての試みとのこと
で、非常に喜ばしいことだと思う。診療の対象者
はどのように選定されたのか。処方された薬はど
うなるのか。

地域医療対策室長
　対象者は「定期的な通院が困難な方」となり、
対象となる患者さんから要望があれば対応する。
薬剤については調剤薬局に直接取りに行くことも可
能だが、相談をして郵送等の形を取っていただくこ
とも可能と聞いている。
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３月定例会　議 案 審 議
定例会の議案審議中に行われた質疑応答の内容をお知らせします。

◆中雄武集落センター改修工事
(令和 7年度雄武町一般会計補正予算 (第８号 ))

遠藤
　中雄武の集落センターは日頃どのように活用さ
れているのか。工事の詳細は。
 
産業振興課長
　中雄武集落センターの利用状況は、自治会の役
員会や総会などで 10 回程度、その他地鎮祭や酪
農振興会、女性学級、その他もろもろで年間３0
回程度利用している。工事内容は、外壁工事、壁
をガルバリウム鋼板仕上げのものにする。屋根を遮
熱性の塗装と軒先の改修、サッシ、フードと玄関
ポーチの既存タイルがかなり傷んでいるので改修
する。

◆社会福祉施設空調設備整備工事
(令和7年度雄武町一般会計補正予算 (第８号 ))

遠藤
　社会福祉施設の空調整備工事、沢木・幌内・魚
田の工事の詳細は。

公共施設整備調整室次長
　幌内歴史と生活の家については和室に 20 畳用の
ルームエアコン、沢木住民センターと音稲府地域住
民センターにはそれぞれ 23 畳用のルームエアコン
が整備される予定。

遠藤
　町民センター和室空調設備整備工事はどのよう
な経緯で行われることになったのか。

公共施設整備調整室次長
　町民センターの空調設備は昨年度、部内協議を行
い、熱中症対策の関係で整備をするという話となり、
公共施設整備調整室が新設されたので、ここで発
注することとなった。
　町民センター自体は自家発電設備を備えているの
で、それを稼働させれば停電時においても空調設備
も動く形となっている。

◆役場第２駐車場整備工事
(●令和7年度雄武町一般会計補正予算 (第８号 ))
嶋村
　「駐車場の狭

きょうあい

隘状況を解消するため、第２駐
車場を整備する」という説明だが、役場前の
公用車は、そちらに駐車するという考えでよい
のか。
 
財務政策課長
　役場前の駐車場には、緊急時などに使う車
両を２、３台置き、他はそちらに移動する予定。
別館についても同様で、台数を決めてはいな
いが、第２駐車場に余裕があるので、できる
限りそちらに移動させたい。場所は国道の高
架下付近で、川沿いに空き地があり、寄附を
受けて整備する。

予算審査特別委員会報告

補正予算　【主な内容】
　・一般会計（第 8 号）

中雄武集落センター改修工事（繰越明許分）		  1100 万円
役場第 2 駐車場整備工事 ( 繰越明許分 )		  1800 万円
社会福祉施設空調設備整備工事 ( 繰越明許分 )		  142 万円
さとふる業務委託料		 6129 万 4 千円
除雪業務委託料		  5120 万円
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予算審査特別委員会報告
　
採
決
の
結
果
、
予
算
に
関
連
す
る
議

案
３
件
及
び
令
和
８
年
度
の
予
算
案
９

件
の
計
12
件
に
つ
い
て
は
「
原
案
可
決

す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

【
審
査
意
見
】

①
道
の
駅
「
お
う
む
」
の
再
整
備

　
道
の
駅
「
お
う
む
」
は
、
産
業
道
路

と
観
光
道
路
の
両
面
の
魅
力
を
も
つ
国

道
238
号
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
日
の
出
や
流
氷
を
眺

め
に
く
る
人
々
な
ど
が
訪
れ
る
重
要
な

観
光
拠
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
街
地

の
中
心
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
周
辺
施
設
・

店
舗
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
町
内
外

の
人
々
が
賑
わ
い
、
防
災
機
能
も
有
す

る
「
道
の
駅
」
と
し
て
の
再
整
備
に
向

け
た
構
想
を
早
急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

②
雄
武
高
校
の
「
地
域
み
ら
い
留
学
」

制
度
に
よ
る
入
学
者
の
確
保

　
雄
武
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
入
学

者
数
が
３
年
連
続
で
20
人
を
下
回
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。
高
校
の
存
続
は
、

地
域
の
未
来
を
担
う
こ
ど
も
達
の
教
育

機
会
の
確
保
、
子
育
て
環
境
や
ま
ち
の

活
気
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
る
。
そ

の
た
め
雄
武
高
校
存
続
対
策
協
議
会
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
全
体
で
の
取
り
組

み
の
活
性
化
と
北
海
道
教
育
委
員
会
と

連
携
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
早

急
に
進
め
「
地
域
み
ら
い
留
学
」
に
よ

る
入
学
者
数
の
確
保
に
意
を
尽
く
さ
れ

た
い
。

③
国
保
病
院
に
お
け
る
「
急
性
期
病

床
」
か
ら
一
部
「
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
」
へ
の
転
換

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
で
は
患
者
は
入

院
し
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
も
で
き
る
の
で
、

理
学
療
法
士
が
日
常
の
生
活
動
作
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
在
宅
復
帰
の
準
備
が
で

き
る
。
現
在
の
急
性
期
病
床
の
入
院
日

数
は
15
日
か
ら
20
日
程
度
で
あ
る
が
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に
転
換
し
た
場

合
、
最
大
60
日
の
入
院
も
可
能
と
な
る
。

転
換
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
は
病
棟
専

従
の
理
学
療
法
士
を
配
属
す
る
こ
と
が

必
須
条
件
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
他
様
々

な
施
設
基
準
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
で
き
る
だ
け
早
期
の
実
現
を

期
待
し
た
い
。

　
　
　

令
和
８
年
３
月
18
日

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

嶋　

村　

義　

文

会　計　名 予　算　額 前　年　比

一　 般　 会　 計 67 億 7900 万円 △ 4 億７800 万円

特　
別　
会　
計　

国 民 健 康 保 険 6 億 8373 万 7 千円 △ 2434 万 3 千円

介 護 保 険 5 億 5519 万 1 千円 977 万 6 千円

介 護 サ ー ビ ス 1 億 2864 万 7 千円 5446 万 2 千円

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 2160 万 1 千円 2685 万 7 千円

介護老人保健施設 1 億 9504 万 2 千円 27 万 2 千円

企
業
会
計
（
※
）

簡 易 水 道 6 億 9404 万円 8277 万 6 千円

公 共 下 水 道 5 億 1699 万 6 千円 △ 178 万 4 千円

国民健康保険病院 9 億 5626 万 6 千円 △ 2213 万 1 千円

合　　計 106 億 3052 万円 △ 3 億 5211 万 5 千円

令和８年度　各会計の当初予算

※　企業会計の額は収益的支出と資本的支出の合計額

【一般会計】
町税、地方交付税、国庫
補助金など税金をおもな収
入源として町民に関わる経
費を賄う会計

【特別会計】
国民健康保険や介護保険
など利益を受ける人たちが
それに関わる経費を負担す
る会計

令
和
８
年
度　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
（
要
約
）

【企業会計】
水道や下水道、病院など
独立採算による特定の事業
を経理する会計

↓
次
は
　
予
算
審
査 

（
つ
づ
き
）
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● ＲＳワクチン ● 
遠藤
　ＲＳワクチンはどういったもので、何名分を計上
してるのか。

健康推進課長
　RS ウイルスは乳幼児が感染すると、細気管支炎
や肺炎など重症化を招く恐れがある。
　妊娠中の母親が RS ワクチ
ンを接種することで、胎児に
抗体が移行し、生後間もない
乳児の重症化を高い確率で防
ぐことができる。 
　20 名分の予算を計上して
いる。予 防 接 種予 防 接 種

令和８年３月 11 日～ 13 日令和８年３月 11 日～ 13 日

人 材 と 財 源人 材 と 財 源

予算審査特別委員会で予算審査特別委員会で
行われた質疑の一部を行われた質疑の一部を
掲載します。掲載します。

● 地方創生人材支援業務負担金 ● 
遠藤
　地方創生人材支援業務負担金 800 万円にはス
マホ教室などの活動を行う人材が含まれているの
か。一般財源からの負担はあるのか。

ＤＸ推進室長
　今回来ていただける方は他の町村での実績があ
り、スマホ教室を積極的に実施されていると聞いて
いる。雄武町としても今後、そういった活用につい
て検討して打合せをしていきたい。財源は国から
610 万円の交付金をいただく予定で、残りの 190 
万円は一般財源という形になる。

● 施設解体工事 ●
栁原
　町有施設として解体を必要とするものをどれくら
い把握しているのか。旧焼却場と魚田の旧保育所
も町有施設かと思う。解体には莫大な費用がかか
ると思われるが、町の考え方は。

財務政策課長
　町有施設の全てが管財係の持ち物というわけで
はないが、把握している中でまだ解体が行われて
いないものが数件あり、早めに対応が必要と考えて
いる。魚田の旧保育所はまだ物が入っている状況。
公共施設整備調整室もできたことから、今後施設を
どうするかをこれから考えていく。その中で解体や、
これまで使ってきたものを廃止するなど、議論して
いく。

町 の 施 設町 の 施 設
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生 活生 活

↓
次
は
　
予
算
審
査 

（
つ
づ
き
）

● 防犯灯の故障 ● 
遠藤
　以前の水銀灯の場合は電球の交換なので、
それほど費用はかかっていなかったが、LED
になると部品の交換で、水銀灯と比べ 8 倍ぐ
らいの費用がかかる場合もあると聞いている。
防犯灯の故障と費用の分析を町は行っている
のか。今回、防犯灯で 340 万円計上されてい
るがその詳細は。

防災交通係長
　灯具の交換のみであれば数万円かかる場合
もあるが、丸ごと交換になった場合は 17 万円
ほどかかる場合もある。例えば沢木の自治会
については、平成 26 年度から自治会防犯灯
の整備を開始して、10 年以上経過している。
経年劣化ということもあり、一部灯具自体を交
換して費用が大きく発生したという場合も現状
としてはある。

遠藤
　ほかの自治会の状況はどうか。複数個故障
して修理する費用が何万円と積み重なってくる 
と、自治会の運営費も圧迫するのではと懸念
している。修繕費の支給を速やかに行うことは
できるのか。

総務課長　
　何年かに分けて計画的にLED にしてきたが、
今のところ全体的にまだそれほど古くないた
め、この予算内で全ての自治会に補助ができ
ている状況。

防災交通係長
　防犯灯の費用は 28 自治会で年度初めに自
治会の通帳の写しをもらい電気料の支払いと
いう形で支出している。令和 8 年度の場合で
は 7 年度の分のかかった費用を助成するとい
う形。
　ほかの自治会からは、複数故障するという
話は聞いていないが今後、経年劣化でそうい
う自治会が出てきたときに分析していきたい。

予算審査予算審査
特別委員会特別委員会
質疑①質疑①

これから

まるごと交換

灯具の交換

水銀を使った製品の
製造・輸出・輸入禁止

いままで
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水 道水 道

● スマートメーター ● 
遠藤
　3 月からスマートメーターが開始され、これまで
従来の紙の検針票を求める問合せは何件来ている
のか。また原則ペーパーレス化をとっているが、必
要な人にどのように対応していくのか。

建設水道課長補佐
　令和 7 年度に 2305 件のスマートメーターを設
置している。3 月上旬からポータルサイトの登録が
始まり、現時点で約 220 件の申込みがあった。町
民からの問い合わせは 2 件あり、１件はパソコン、
スマホを持っていないため紙の検針票を希望、もう
１件はパソコン、スマホはあるが印刷の手間が面
倒というもの。 窓口には高齢者 6 名の方が来られ、
水道業務係で説明しポータルサイトへの登録を完
了している。今後は、ご高齢の方の集まりに水道
業務係が実際に訪問し、複数名の方に説明するな
どの対応をしていく予定。

産 業産 業
● 有害鳥獣捕獲委託料 ● 
栁原
　雄武町では春季の管理捕獲を始めたと聞くが、
この経費の流れはどの部分か。来年度もそこを考
慮して予算を組んであるのか。

林務係長
　ヒグマ出没防止対策役務費については、熊が出
没した周辺の草刈りで、こちらは町で実施すること
を考えており、自治会から要望があった際に実施す
ることと考えている。 有害鳥獣捕獲委託料の内訳
については、カラスの駆除で 51 万円、エゾシカ
の捕獲で 345 万円、ヒグマ・キツネの駆除で 555
万円、ヒグマの春期管理捕獲で 81 万円を見込ん
でおり、この合計が有害鳥獣捕獲委託料、1032
万円となる。

● おうむ産業観光まつり補助金 ● 
高橋
　おうむ産業観光まつり補助金が前年と同じ金額と
なっている。花火の寄付金集めの方法を変えたと
聞いたが、予算が足りていないのではないか。

産業振興課長補佐
　この補助金は花火の予算に流用はしていない。
寄付金に関しては実行委員会の方針であると認識
している。イベント運営が厳しいと承知しているの
で、検討の必要はある。

町長
　産業まつりの事業評価で運営が厳しいと承知して
いるが、補助金を増やす提案は上がってきていな
い。町の最大のイベントなので検討の余地はある。

● 人件費に対する補助金 ● 
栁原
　産業団体の中でも建設業や水産加工業など
厳しい状況である。外国人技能実習生を抱え
ている産業は最低賃金も上がっている。今後
の支援等は。

町長　
　本町の外国人技能実習生に対する支援は他
地域では行っていない予算を組んでいる。建
設業は建設事業継続性を
鑑
かんが

みて、公営住宅は毎年
やっていただきたいとい
う要望がある。
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病 院・特 養病 院・特 養

学 校学 校

↓
次
は
　
行
政
執
行
方
針 

等

● 理学療法士 ● 
遠藤
　理学療法士がさらに 1 名増えるとのこと。今後の
展開と、病院経営強化プランの実行支援業務委託
の詳細は。

病院事務長
　理学療法士については、病院の施設基準に基づ
き、一般病床を地域包括ケア病床に一部転換する
ことを計画している。理学療法士をその病棟に１
名必ず配置しなければならない決まりがあり、1 名
募集している状況。病院経営強化プラン実行支援
業務委託については野村證券の医療コンサルタン
ト部門にお願いしている。

● 特別養護老人ホームの照明 LED 化 ●
遠藤
　特別養護老人ホームの照明 LED 化について、工
事の詳細は。

社会福祉係長
　LED 化については既存棟 390、ユニット棟 317、
ショート棟 40、デイサービス棟 50、合わせて 797
の灯具を LED 化する予定。これは居室内の照明や
非常灯など全て踏まえた個数。

地域福祉課長
　LED 化は年内に工事を施工
完了し、入所者に迷惑がかか
らないような形で進めたい。

● 高校の給食導入 ● 
溝田
　教育行政執行方針の中で「雄武高校の全国募
集を機に給食も導入したい」という考えを述べら
れていたが、研究費などは計上しないのか。

教育長
　まだ高校とは正式な形でのやりとりはしていな
いが、高校と相談しながら、検討する必要がある。
地域の給食センターから配給を受けている道立
高校もあるので、
そういった高校の
事例を調査していく。

予算審査予算審査
特別委員会特別委員会
質疑②質疑②
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　３月９日、町長や教育長が翌年度に向けての基本姿勢や主要施策など、町政運営の方向性

を示す「行政執行方針」「教育行政執行方針」が示されました。

　質疑の内容をお知らせします。

【ガバメントハンターの採用】

嶋村　新規狩猟者の確保に向けての支援も継続と
いう記述があるが、町としてガバメントハンターの
採用についての検討は。

町長　新規狩猟者確保については必要だという認
識の中、町単独で狩猟免許について費用の予算措
置をしている。 今後は、ガバメントハンターの養

成について国の支援も
あるので、自治体でも
支援をしつつ、やって
いかなければならない
と考えている。

【防災行政無線】

遠藤　屋内で防災無線が聞きづらいとの声があ
る。スマートフォンなどのアプリを利用して確認
できるようになると思うが、それらを扱うのが難
しい方も一定数おられるのではないか。その方に
はまた別の対応が必要と考えるが。

町長　スマートフォン等が普及してきているので、
アプリを導入し、状況を見極めて、そのあとは専用
のラジオ等を整備するという順番で考えている。

【小中一貫教育の導入】

嶋村　今までは小中一貫教育なのかはっきりして
いなかったが、新年度からは小中一貫教育を目指
して検討していくということか。

教育長　小中一貫教育の導入を見据えて検討して
いるところです。時間がかかるかもしれないが、
そういったスタンスでのぞむ必要があると考え
ている。

行政執行方針
教育行政執行方針

【小中一貫教育とは】
　小中一貫教育とは、小学校と中学校が同じ教
育目標のもと、目指すこども像を共有し、義務
教育９年間を通じて系統性・連続性を重視した
教育活動に取り組む教育体制のことです。
　小中一貫教育の学校形態には、修業年限が従
来型の小学校６年・中学校３年である「小中一
貫型小学校・中学校」と、修業年限を９年間と
する「義務教育学校」との２種類がありますが、
いずれの形態でも教育課程の特例が認められて
おり、独自教科の設定や指導内容の入れ替え・
移行等が可能となります。
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【在宅診療方針】
栁原　医師が 3 名体制になったが、今後の在宅
診療方針は。

町長　診療計画を立てて定期的に訪問することに
よってご高齢の患者さんが楽になる。自宅を訪問す
ることは、患者と医師の信頼関係のもとでやってい
くことになるので、徐々に増やしていきたい。
　オホーツク管内も外来数は減少し、病院に行
かず我慢してる方が重症化するのが一番まずいパ
ターンだと考えている。そういう方に在宅診療を
PR していきたい。 また、自宅で孤独死をするケー
スが雄武町でも数件ながら発生している。こういっ
た事態を避けるためにも、在宅診療で関わってい
きたい。

【ＶＲ技術を活用した体験型講習】
嶋村　「ＶＲ（仮想現実）技術を活用した体験
型講習」の内容は。

地域包括支援センター所長　ゴーグルのよう
なものを装着し「実際に存在しないものが見え
る」「視界の狭さく」「距離感の喪失」「顔の認識の
しにくさ」など、認知症の方が日常生活で抱いて
いる不安や葛

かっとう

藤を当事者の視点で疑似体験する
ものです。

【中東情勢が及ぼす一次産業への影響】

遠藤　2026 年の 2 月末から 3 月上旬にかけて
中東情勢が非常に緊迫した状況になっている。こ
の影響が長引くと原油価格の高騰や、基幹産業で
ある一次産業にも影響が及ぶのではないかと心配
している。町長の考えは。

町長　原油価格がもう既に上がっている。物価高
騰対策を行ったのにもかかわらず、更に行う必要
性が出てくるのではないかと思っている。これは雄
武町だけの問題ではないので、国や道の対策とし
てやるべきところとも思っている。情報収集をしな
がら、雄武町としても、そこに手を入れていかなけ
ればならないと考えている。↓

次
は
　
　
一
般
質
問

ＶＲ（仮想現実）技術を活用した
体験型講習　※予定

実施日：9 月中旬の 5 日間を予定（普及啓発を
含める）
対象人数：50 人程度
対象者：雄武町の医療・介護の従事者、地域包
括支援センター相談協力員、町民

【雄武高校の特色と魅力化】

溝田　令和 9 年度入試から道外からの生徒を募
集するということだが、オホーツク管内の方にも目
を向けて行く必要があるのではないか。

教育長　道外募集の条件のひとつとして生徒の住
宅の整備がある。これが整えば、管内にとどまら
ず全道への PR 活動は必要と考えている。

溝田　高校魅力化コーディネーターの募集とある
が、人材にめどは立っているのか。

教育長　現在ホームページで募集しているが、応
募は無い状況。
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雄
武
高
校
存
続
対
策

　

雄
武
高
校
存
続
対
策
の
現

況
は
。

町
長　
存
続
対
策
協
議
会
を
開
き

雄
武
高
校
の
現
状
、
今
年
度
以
降

取
る
べ
き
方
策
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。

　

高
校
の
入
学
者
が
２
年
連
続

20
名
を
切
る
と
特
例
校
に
な
り
、

再
編
統
合
や
募
集
停
止
の
対
象
に

な
る
の
で
は
。

教
育
長　
雄
武
高
校
は
地
域
連
携

校
で
あ
り
、
２
年
連
続
で
20
名
を

切
っ
た
場
合
で
も
地
域
と
連
携
し

て
、
高
校
の
特
色
化
、
魅
力
化
と

入
学
者
確
保
の
た
め
の
集
中
取
組

期
間
を
設
け
て
、
再
編
整
備
を
留

保
す
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

雄
武
高
校
が
全
国
募
集
を
す

る
と
い
う
事
で
あ
る
が
住
宅
や
寮

整
備
の
考
え
方
は
。

教
育
長　
町
内
の
教
員
住
宅
１
棟

を
住
居
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
検
討
を

し
て
い
ま
す
。

宗
谷
地
方
南
部
地
震
と
後
発

地
震
注
意
情
報

　

宗
谷
地
方
南
部
で
群
発
的
な

地
震
活
動
が
今
年
に
入
り
２
週
間

で
40
回
以
上
観
測
さ
れ
た
が
町
と

し
て
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

町
長　
気
象
庁
等
関
係
機
関
の
情

報
を
注
視
し
な
が
ら
、
防
災
体
制
の

整
備
を
図
り
、
防
災
訓
練
の
実
施
や

防
災
意
識
の
啓
発
等
、
平
時
か
ら
の

備
え
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

北
海
道
三
陸
沖
後
発
地
震
注

意
情
報
で
町
民
の
方
々
は
不
安
な

日
々
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
・
対
策
を

取
っ
た
の
か
。

町
長　
国
の
運
用
開
始
後
初
め
て

の
発
表
と
な
り
、
想
定
さ
れ
る
津

波
が
３
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か

ら
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ,

、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｘ
を
活
用
し
周
知
す
る

と
と
も
に
、
避
難
所
や
防
災
資
機

材
の
点
検
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

津
波
注
意
報
と
後
発
地
震
注

意
情
報
は
目
的
と
取
る
べ
き
行
動

が
異
な
る
。
巨
大
地
震
の
被
害
想

定
区
域
変
更
に
つ
い
て
国
や
道
と

調
整
し
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お

願
い
す
る
考
え
は
。

町
長　
町
民
の
不
安
を
払
拭
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
機
会
を
捉
え
て

期
成
会
等
で
災
害
等
に
関
す
る
要

望
活
動
を
通
じ
て
訴
え
て
ま
い
り

た
い
。

雄
武
町
総
合
計
画

　

総
合
計
画
の
構
造
と
計
画
期

間
を
第
七
期
以
降
も
現
在
と
同
じ

よ
う
に
行
う
考
え
か
。

町
長　
現
在
の
総
合
計
画
の
策
定

根
拠
は
条
例
が
あ
り
、
10
年
前
の

３
月
議
会
で
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
総
合
計
画
を
策
定
し
た
時
点

と
動
き
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の

栁
やなぎはら

原 浩
ひ ろ ゆ き

之 議員

は
認
識
し
て
お
り
、
総
合
計
画
の

位
置
づ
け
含
め
構
成
計
画
期
間
、

進
行
管
理
等
を
整
理
し
て
い
く
よ

う
指
示
を
し
て
お
り
、
整
理
が
で

き
た
段
階
で
改
め
て
議
会
に
提
示

さ
せ
て
い
た
だ
き
進
め
て
ま
い
り

た
い
。

※
そ
の
他
、
行
政
執
行
方
針
、
教

育
行
政
執
行
方
針
の
重
点
施
策
・

基
本
姿
勢
を
聞
き
ま
し
た
。

教
員
住
宅
を
住
居
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
検
討
を
し
て
い
く
（
教
育
長
）

雄
武
高
校
が
全
国
募
集
を
す
る
際
の
寮
整
備
の
考
え
は

  一 般 質 問
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↓
次
は
　
定
数
・
報
酬
意
見
交
換
会

道
の
駅
お
う
む
を
拠
点
と
し

た
観
光
振
興
と
「
防
災
道
の

駅
」
と
し
て
の
整
備

　

道
の
駅
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
現
状
と
こ
れ
ま
で
の
修
繕
対

応
を
踏
ま
え
、
今
後
の
維
持
・
更

新
に
対
す
る
町
の
認
識
は
。

町
長　

道
の
駅
は
供
用
開
始
か
ら

約
28
年
が
経
過
し
、
各
所
で
経
年

劣
化
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

部
分
的
な
修
繕
を
実
施
し
て
き
た

が
、
産
業
施
設
等
長
寿
命
化
計
画

の
機
能
診
断
結
果
に
お
い
て
、
今

後
も
部
位
修
繕
に
よ
る
対
策
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

　

展
望
台
を
重
要
な
観
光
資
源

と
捉
え
、
道
の
駅
再
構
築
に
あ
た

り
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
や
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
を
検
討
す
る
考

え
が
あ
る
か
。

町
長　
道
の
駅
の
再
構
築
に
向
け
、

　
　

庁
内
に
検
討
組
織
を
設
置
し

整
備
構
想
を
議
論
す
る
中
で
、
展

望
台
を
活
用
し
た
体
験
型
コ
ン
テ

ン
ツ
や
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。

　

隣
接
す
る
エ
ー
コ
ー
プ
雄
夢

や
漁
協
直
売
店
海
鮮
丸
と
の
連
携

に
つ
い
て
、
現
状
の
評
価
と
今
後

の
一
般
的
な
取
り
組
み
方
針
を
町

と
し
て
進
め
る
考
え
が
あ
る
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
十
分
に
議
論
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
経
済
効
果

の
観
点
か
ら
重
要
と
認
識
し
て
お

り
、
道
の
駅
再
構
築
の
検
討
過
程

で
エ
リ
ア
全
体
の
魅
力
向
上
を
含

め
た
連
携
の
あ
り
方
を
議
論
し
て

い
く
。

　

国
が
進
め
る
「
防
災
道
の
駅
」

制
度
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の
意

義
や
期
待
さ
れ
る
効
果
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
「
防
災
道
の
駅
」

の
意
義
と
し
て
は

・
大
規
模
災
害
時
の
住
民
の
安
全

確
保
や
迅
速
な
復
旧
活
動
の

拠
点
と
な
る
こ
と

・
道
路
寸
断
な
ど
孤
立
リ
ス
ク
の

あ
る
沿
岸
部
に
お
い
て
、
受

援
体
制
を
確
立
し
、
全
国
か

ら
の
支
援
物
資
や
救
援
部
隊

を
円
滑
に
受
け
入
れ
る
拠
点

と
な
る
こ
と

・
建
物
の
耐
震
化
・
無
停
電
化
・

通
信
手
段
・
水
の
確
保
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
整
備
と
、
業
務
継

続
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
有

事
の
対
応
力
を
飛
躍
的
に
高

め
ら
れ
る
こ
と

　

こ
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
国

か
ら
の
財
政
支
援
が
活
用
可
能
で

あ
る
こ
と
も
、
意
義
の
ひ
と
つ
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。

　

道
の
駅
を
広
域
的
な
防
災
拠

点
（
防
災
道
の
駅
）
と
し
て
位
置

付
け
る
可
能
性
や
、
現
時
点
で
の

評
価
に
つ
い
て
は
。

町
長　
平
時
の
観
光
振
興
や
地
域

施
設
と
の
連
携
、
防
災
機
能
の
付

加
な
ど
が
主
要
な
検
討
事
項
と
さ

れ
て
い
る
。
庁
内
検
討
組
織
で
、

他
地
域
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
例
も

参
考
に
し
、
道
の
駅
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
性
や
観
光
経
済
へ
の
貢
献

も
踏
ま
え
て
、
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
慎
重
に
方
向
性
を
整
理
し
て

進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

産
品
の
販
路
拡
大
と
、
非
常
時
の

物
資
集
積
・
受
援
拠
点
機
能
を
兼

ね
備
え
た
多
機
能
複
合
型
と
す
る

こ
と
が
基
本
方
針
と
さ
れ
る
。
現

状
で
は
地
理
的
条
件
や
全
国
の
指

定
例
を
踏
ま
え
、
防
災
道
の
駅
と

し
て
即
指
定
す
る
の
は
慎
重
で
あ

る
が
、
防
災
機
能
の
強
化
は
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。
再
構
築
に
あ

た
っ
て
は
、
施
設
老
朽
化
・
整
備

水
準
、
観
光
・
防
災
等
の
機
能
水

準
の
役
割
定
義
、
国
補
助
の
活
用

や
運
営
の
持
続
可
能
性
の
３
点
を

課
題
と
し
て
庁
内
で
検
討
を
進
め

る
方
針
で
あ
る
。

　

今
後
の
機
能
更
新
・
再
構
築

に
お
け
る
課
題
と
基
本
方
向
性
に

つ
い
て
、
特
に
、
防
災
道
の
駅
化

も
含
め
た
課
題
整
理
と
今
後
の
方

針
を
確
認
し
た
い
。

町
長　
長
年
の
課
題
整
理
や
周
辺

安
や す も と

本 明
と し み

志美 議員

  　  一 般 質 問
道
の
駅
の
機
能
更
新
・
再
構
築
の
課
題
と
方
向
性
は

議
会
と
連
携
し
な
が
ら
慎
重
に
整
理
し
進
め
る
（
町
長
）

↓
次
は
　

  
一
般
質
問

（※）防災道の駅
　大規模災害時に避難や
物資輸送の拠点となる機
能を強化した「道の駅」
です。
　平時は、観光や地域交
流の場としても活用され
ます。
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道
の
駅
、
エ
ー
コ
ー
プ

　
　

を
核
と
し
た
中
心
市
街

地
の
賑
わ
い
の
創
出

　

昨
年
12
月
議
会
で
、
国
の
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
原
資
に

エ
ー
コ
ー
プ
へ
500
万
円
の
経
営
支

援
を
行
っ
た
が
、
今
後
同
様
の
支

援
要
請
が
あ
れ
ば
応
じ
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

町
長　

近
年
の
仕
入
価
格
の
高
騰

や
固
定
費
の
増
加
、
ま
た
、
雄
愛

園
の
食
材
購
入
の
減
少
な
ど
に
よ

り
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
お

り
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
経
済
対
策
と
し
て
特
別
に
対
応

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

道
の
駅
機
能
強
化
に
向
け

エ
ー
コ
ー
プ
と
の
有
機
的
な
連
携

を
検
討
す
べ
き
と
、
歴
代
の
町
長

に
提
案
を
し
て
き
た
が
、
話
は
進

ま
な
か
っ
た
。
髙
橋
町
長
は
本
年

行
政
執
行
方
針
で
「
道
の
駅
の
観

光
経
済
の
ウ
エ
ー
ト
が
高
い
の
で

今
後
の
道
の
駅
の
在
り
方
に
つ
い

て
庁
舎
内
に
検
討
組
織
を
立
ち
上

げ
る
」
と
表
明
し
、
よ
う
や
く
動

き
出
し
た
と
感
じ
て
い
る
。今
後
、

エ
ー
コ
ー
プ
の
経
営
問
題
、
存
続

に
向
け
た
方
策
等
、
経
営
主
体
の

北
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
と
の
協
議
、

検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
経

営
不
振
で
閉
店
と
い
う
事
態
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
取
り

組
み
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

道
の
駅
に
関
し
て
は
色
々

な
問
題
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
の

で
、
今
回
強
め
に
行
政
執
行
方
針

に
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
役
場
の

中
で
も
横
断
的
に
関
係
す
る
内
容

で
す
の
で
、
私
も
先
頭
に
な
っ
て
指

揮
を
と
っ
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

遊
休
農
地
を
活
用
し
た
シ
ル

バ
ー
農
園
開
設
の
検
討

　

町
は
高
齢
者
福
祉
対
策
と
し

て
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
施
策

自
体
は
非
常
に
良
い
こ
と
だ
と
思

う
が
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促

す
施
策
が
無
い
よ
う
に
感
じ
る
。

遊
休
農
地
を
活
用
し
た
シ
ル
バ
ー

農
園
設
置
の
検
討
と
い
う
こ
と

で
、
長
野
県
上
田
市
の
資
料
を
担

当
課
長
に
お
渡
し
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
。

町
長　
高
齢
者
の
社
会
活
動
は
高

齢
化
社
会
に
お
い
て
必
須
な
こ
と

で
す
が
、
な
か
な
か
い
い
施
策
が

出
て
こ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

上
田
市
の
例
で
も
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
い
る
。
町
で
き
っ
か
け
を

作
る
こ
と
で
、
人
も
集
ま
る
の
で

は
な
い
か
。

地
域
福
祉
課
長　
令
和
８
年
度
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
作
る
の
で
、

今
ま
で
も
こ
う
い
っ
た
項
目
は
あ

り
ま
し
た
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で

進
め
て
み
た
い
と
考
え
ま
す
。
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策
定
委
員

の
中
に
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や
社

会
福
祉
協
議
会
も
今
ま
で
入
っ
て

い
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

聞
い
て
進
め
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除
に
対
す
る
町

民
理
解
向
上
策

　

令
和
６
年
、
令
和
７
年
の
有

害
鳥
獣
駆
除
に
対
す
る
町
の
支
出

金
額
は
。

産
業
振
興
課
長　

令
和
６
年
は

１
１
３
４
万
３
千
円
、
令
和
７
年

嶋
し ま む ら

村 義
よ し ふ み

文 議員

は
１
２
９
０
万
７
千
円
の
見
込
み

で
す
。

　

町
の
要
請
に
よ
る
猟
友
会
有

害
鳥
獣
駆
除
活
動
に
対
す
る
町
民

の
無
理
解
が
原
因
で
、
猟
友
会
の

駆
除
活
動
に
支
障
が
出
る
例
（
積

丹
町
・
奈
井
江
町
・
蘭
越
町
）
が

散
見
さ
れ
る
。
駆
除
活
動
へ
の
町

民
理
解
向
上
の
た
め
啓
蒙
活
動
が

必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

啓
蒙
活
動
に
つ
い
て
は
、

行
政
が
し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
も
先
頭
に
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
（
町
長
）

道
の
駅
機
能
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は

  一 般 質 問
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雄
武
町
に
お
け
る
ご
み
処
理

　

令
和
５
年
よ
り
毎
年
一
般
廃

棄
物
の
一
部
（
当
初
は
不
燃
ご
み

を
予
定
し
て
い
た
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
が
多
量
に
混
入
し
て
い

る
こ
と
か
ら
可
燃
ご
み
に
変
更
）

を
毎
年
120
ト
ン
搬
出
し
焼
却
処
分

し
て
い
る
。
こ
れ
は
雄
武
町
の
最

終
処
分
場
の
延
命
処
置
に
も
つ
な

が
る
。

　
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
令
和
９

年
ま
で
だ
が
、
令
和
10
年
以
降
の

計
画
や
、
今
後
の
分
別
方
法
は
。

町
長　
令
和
10
年
度
以
降
の
広
域

ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
搬
入
計
画
等

は
、
当
時
の
予
定
で
は
搬
入
ト
ン

数
等
が
決
ま
っ
た
中
で
広
域
組
合

と
し
て
方
向
を
決
め
て
い
く
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。
し
か
し
広
域
組

合
の
ほ
う
で
そ
こ
が
進
ん
で
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
積
極

的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
生
活
課
長　
担
当
レ
ベ
ル
の

会
議
は
今
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
令
和
10
年
度
以
降
は
新
た
な

協
定
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、現
在
、

雄
武
町
も
含
め
て
他
の
町
村
の
ご

み
の
分
別
、
持
ち
込
み
の
ご
み
の

種
別
、
ま
た
搬
入
量
も
含
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
最
終
処
分
場
の

延
命
や
費
用
の
関
係
も
あ
る
の

で
、
適
切
に
判
断
を
し
て
協
議
に

の
ぞ
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
分
別
方
法
の
見
直
し
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
構
成
の

変
化
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
指
定
ご

み
袋
の
種
類
も
含
め
た
検
討
が
必

要
な
時
期
に
来
て
い
る
た
め
、
西
紋

各
市
町
村
の
分
別
方
法
等
も
参
考

に
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
資
源
ご
み

　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

の
進
捗
状
況
等
を
伺
い
た
い
。
ま

た
来
年
度
か
ら
稼
働
す
る
新
し
い

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
詳
細
を

お
聞
き
し
た
い
。

住
民
生
活
課
長　
現
在
雄
武
町
で

資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
部
分

に
つ
い
て
は
、
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
基
づ
く
ご
み
と
し
て
分

別
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
西
紋

５
市
町
村
に
お
い
て
は
、
製
品
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
資
源
と
し
て

活
用
す
る
た
め
に
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。
当
初
は
新
し
い
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
中
で
処
理
す
る

方
法
で
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
手

続
き
上
の
関
係
も
あ
り
、
令
和
９

年
４
月
以
降
に
分
別
を
始
め
る
予

定
で
す
。
雄
武
町
と
し
て
も
そ
の

時
期
に
合
わ
せ
て
、
分
別
方
法
等

も
含
め
、
町
民
に
周
知
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の

回
収
方
法

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
モ
バ

点
を
役
場
と
町
民
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
回
収
は
電
池
が

外
せ
る
も
の
に
限
り
、
電
池
の
み

を
回
収
し
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
電
子
た
ば
こ
な
ど
、
電
池
が

外
せ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
小
型

家
電
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

た
だ
し
、
判
断
で
き
な
い
も
の

は
窓
口
の
ほ
う
に
相
談
を
い
た
だ

き
、
適
切
な
処
理
方
法
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
の
処
理
に
つ

い
て
質
問
し
た
。
１
月
か
ら
早

速
回
収
を
開
始
さ
れ
た
と
聞
き
、

迅
速
な
対
応
に
本
当
に
安
心
し

て
い
る
。

　
広
域
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
で
も

近
年
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
の

搬
入
が
あ
る
。
不
燃
物
ご
み
が
原

因
で
多
少
の
煙
が
出
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
聞
い
た
。
不
適
切
な
分

別
に
よ
る
火
災
発
生
に
よ
り
、
埼

玉
県
川
口
市
で
は
施
設
復
旧
費
な

ど
で
総
額
50
億
円
以
上
、
上
尾
市

で
も
復
旧
費
用
が
５
億
円
以
上
か

か
っ
た
と
聞
く
。

　
現
在
は
対
象
に
含
ま
れ
て
い
な

い
電
子
た
ば
こ
類
、
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
が
な
い
製
品
、外
国
製
品
、

こ
れ
ら
に
関
し
て
の
対
応
は
。
回

収
方
法
の
練
り
直
し
、
再
度
の
周

知
や
喚
起
は
考
え
て
い
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長　
モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
の
回
収
に
つ
い
て
は
ご
意

見
い
た
だ
き
、
１
月
か
ら
回
収
拠

溝
み ぞ た

田 昌
ま さ し

志 議員

  　  一 般 質 問
電
子
た
ば
こ
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
な
い
製
品
の
回
収
方
法
は

小
型
家
電
ボ
ッ
ク
ス
や
窓
口
へ
の
問
い
合
わ
せ
を
（
住
民
生
活
課
長
）

↓
次
は
　
　
中
間
報
告
書

このボックスに
入れてぷち！
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令和６年 第１回（令和６年 12 月 12 日） 令和７年第  ９回（令和７年 10 月 24 日）

令和７年第 1 回（令和７年  １月 29 日） 令和７年第 10 回（令和７年 11 月 10 日）

令和７年第 2 回（令和７年  ２月 26 日） 令和７年第 11 回（令和７年 11 月 25 日）

令和７年第 3 回（令和７年  ３月 26 日） 令和７年第 12 回（令和７年 12 月 12 日）

令和７年第 4 回（令和７年  ４月 24 日） 令和７年第 13 回（令和７年 12 月 25 日）

令和７年第 5 回（令和７年  ５月 28 日） 令和８年第  １回（令和８年  １月 16 日）

令和７年第６回（令和７年  ７月 24 日） 令和８年第  ２回（令和８年  １月 26 日）

令和７年第７回（令和７年  ８月 28 日） 令和８年第  ３回（令和８年  ２月  ３日）

令和７年第８回（令和７年 10 月  ３日） 令和８年第  ４回（令和８年  2 月 26 日）

【
は
じ
め
に
】

　
雄
武
町
議
会
は
、
令
和
２
年

６
月
に
議
会
活
性
化
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
「
議
会
基
本

条
例
の
制
定
」、「
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
」、「
一
般
質
問
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
の
録
画
配
信
」
な

ど
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
と

議
会
議
員
活
動
の
活
性
化
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に

町
村
議
会
が
直
面
し
て
い
る
最

大
の
課
題
は
、
議
員
の
な
り
手

不
足
問
題
と
言
わ
れ
て
お
り
、

全
国
各
地
の
自
治
体
で
町
村
議

員
選
挙「
無
投
票
」が
続
出
し
、

さ
ら
に
は
定
員
割
れ
も
発
生
す

る
状
況
が
散
見
さ
れ
て
い
ま

す
。雄
武
町
議
会
に
お
い
て
は
、

直
近
２
回
の
改
選
で
は
、
選
挙

と
な
っ
た
も
の
の
、
令
和
９
年

４
月
の
次
期
改
選
期
に
は
、
後

継
者
の
課
題
な
ど
か
ら
無
投

票
、
定
員
割
れ
も
危
惧
さ
れ
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議会改革調査特別委員会

調査中間報告書

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年

９
月
に
新
た
に
「
議
会
改
革
調

査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

前
身
の
議
会
活
性
化
調
査
特
別

委
員
会
で
の
取
り
組
み
を
継
承

し
た
「
町
民
に
開
か
れ
た
議
会

の
更
な
る
推
進
」
に
「
議
員
の

な
り
手
不
足
対
策
」
を
加
え
て

議
論
を
開
始
し
、
計
18
回
に
わ

た
る
委
員
会
を
開
催
し
、今
回
、

一
定
の
結
論
に
い
た
り
ま
し
た

の
で
、
中
間
報
告
と
し
て
、
以

下
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
委
員
長　

嶋
村
義
文

１．	委員会開催等の検討経過
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↓
次
は
　
中
間
報
告
書
（
つ
づ
き
）

２
．	

中
間
報
告
事
項

⑴ 

議
会
報
告
会
及
び

　
　
　
　

町
民
意
見
交
換
会

　

町
民
の
多
様
な
意
見
を
聴
取

し
、
町
民
と
町
政
の
課
題
を
共
有

す
る
た
め
、
議
会
報
告
会
及
び
意

見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
一

人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る

よ
う
開
催
時
期
、
開
始
時
間
、
曜

日
を
工
夫
し
な
が
ら
、
計
４
回
実

施
し
延
べ
58
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
町
民
か
ら
生
の
声
を
聴
き
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
町

政
の
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
実
施
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
更
に
幅
広
く
意
見
を
聴
取
す

る
た
め
、
議
員
が
出
向
く
「
出
張

型
」
の
意
見
交
換
会
も
開
始
す
る

な
ど
、「
議
会
活
動
の
見
え
る
化
」

の
更
な
る
推
進
が
必
要
で
す
。

⑵ 

議
員
定
数
の
適
正
化

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
議
論

の
で
き
る
人
数
、
議
会
運
営
機
能

の
維
持
の
た
め
、
定
数
10
人
を
維

持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
す
る

も
の
の
、
２
月
10
日
か
ら
町
内
４

か
所
で
開
催
し
ま
し
た
町
民
の
皆

さ
ま
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い

て
、「
人
口
減
少
、
議
員
報
酬
増

額
に
よ
る
町
財
政
へ
の
影
響
を
考

慮
し
、
一
定
程
度
議
員
定
数
を
削

減
す
べ
き
」
と
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
再
協
議
の
結
果
、
定
数
を

１
削
減
し
議
員
定
数
９
人
が
適
切

と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

⑶ 

議
員
報
酬
の
見
直
し

議
員
の
な
り
手
不
足
問
題
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ

が
低
額
な
議
員
報
酬
に
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
近
年
、
地
方

分
権
改
革
の
進
展
に
伴
い
地
方
議

会
の
役
割
が
大
き
く
な
り
、
各
町

村
議
会
の
議
会
改
革
の
取
り
組
み

が
加
速
し
、
議
員
の
活
動
量
は
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
議
員
報
酬
の

水
準
は
ほ
ぼ
30
年
以
上
変
化
の
な

い
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
６
年
７
月
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
に
お
い
て

「
地
方
自
治
に
お
け
る
議
会
の
重

要
性
を
考
え
た
場
合
、
全
国
の
町

村
議
会
が
一
定
水
準
以
上
の
活
動

を
し
、
議
員
報
酬
の
水
準
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
決
議

さ
れ
、
議
員
報
酬
額
決
定
ま
で
の

指
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
議
会
に
お
い
て
も
、
地
方

行
政
に
お
け
る
二
元
代
表
制
の
一

方
の
機
関
と
し
て
、
町
民
の
意
思

を
町
政
に
的
確
に
反
映
さ
せ
、
雄

武
町
と
し
て
の
最
良
の
意
思
決
定

を
導
く
責
任
を
負
っ
て
お
り
、
町

の
未
来
を
議
決
す
る
機
能
を
十
分

に
発
揮
す
る
た
め
、「
後
継
者
育

成
の
た
め
若
年
層
を
含
め
た
幅
広

い
世
代
か
ら
の
新
た
な
人
材
の
発

掘
」、「
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
活

動
の
更
な
る
活
性
化
を
図
る
た
め

の
議
員
の
活
動
量
の
増
加
」
を
考

慮
し
た
適
正
な
報
酬
水
準
を
確
保

す
る
た
め
、
次
の
改
選
期
か
ら
大

幅
な
引
き
上
げ
が
必
要
と
の
結
論

に
い
た
り
ま
し
た
。

【特別委員会の開催状況】
＜先進地視察調査＞＜先進地視察調査＞
　〇道外行政視察調査（議会改革関係）　令和７年 10 月 27 日～３0 日
　　視察先　福島県会津若松市議会
　　内　容　「議会改革について」
　〇道内行政視察調査　　　　　　　　　令和７年 12 月２日
　　視察先　興部町議会
　　内　容　「議員なり手不足対策・議会改革の取り組みについて」

＜議員定数・議員報酬に関する町民意見交換会＞
　〇雄武会場　令和８年２月 10 日　地域交流センター　　　　町民　８名参加
　〇沢木会場　令和８年２月 12 日　沢木住民センター　　　　町民　５名参加
　〇魚田会場　令和８年２月 13 日　音稲府地域住民センター　町民　２名参加
　〇幌内会場　令和８年２月 14 日　幌内歴史と生活の家　　　町民　１名参加

≪主なご意見≫
　●議員のなり手不足は、人材育成が大切
　●議員報酬の引上げは良いが、議員活動の見える化が必要
　●議員定数を削減した上での報酬増額であれば良い　

議員定数・議員報酬に関する町民意見交換会
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どこでもどこでも

—— —— おお気軽気軽にごにご相談相談くださいください。議員。議員がが出向出向きます！きます！————

意見意見交換会交換会
出張出張!!!!

対 象 者対 象 者：町内：町内にに所在所在するする 5 名以上5 名以上のの町民等町民等
場 所場 所：町内：町内のの公共施設公共施設などなど

開 催 目 的開 催 目 的：：団体やグループなどの活動内容に沿ったテーマで議員と団体やグループなどの活動内容に沿ったテーマで議員と
意見交換を行い、課題の共有や相互理解を深めるとともに、意見交換を行い、課題の共有や相互理解を深めるとともに、
ご意見やご提案などを議会活動に反映させ、政策提言などにご意見やご提案などを議会活動に反映させ、政策提言などに
生かします。生かします。

募集内容

詳細・参加申込書は町公式 HP でご確認ください

⑷ 

議
員
の
な
り
手
不
足
対

策
の
取
り
組
み

　
議
員
の
な
り
手
不
足
の
原
因

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
の
提
言
で
は
、
議

会
の
役
割
と
議
員
の
や
り
が
い

が
住
民
に
十
分
浸
透
し
て
い
な

い
と
の
指
摘
か
ら
、
議
会
が
取

り
組
む
べ
き
対
策
と
し
て
、
議

会
広
報
紙
の
充
実
を
は
じ
め
、

議
会
報
告
会
・
町
民
意
見
交

換
会
の
開
催
、
議
会
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
配
信
等
の
取
り
組
み

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
議
会
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
な

り
手
不
足
の
改
善
に
ま
で
実
を

結
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
地
域
に
貢
献
し
た
い

方
々
が
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、

次
期
改
選
期
に
向
け
て
新
た
に

議
員
と
な
る
意
欲
を
持
て
る
よ

う
に
、
現
職
議
員
が
そ
の
後
押

し
を
す
る
た
め
、
議
会
が
主
体

と
な
っ
て
将
来
の
議
員
を
養
成

す
る
講
座
の
実
施
を
早
急
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

≪要望内容≫
議員定数、議員報酬の見直しについては、次期改選期（令和９年５月）から
議員定数を　１０人から９人とする。
議員一人報酬月額を１８０，０００円から２４０，０００円とする。

（左から）嶋村委員長・橋詰議長・髙橋町長
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↓
次
は
　
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

↓
次
は
　
議
会
日
誌
・
あ
と
が
き

その他の採決結果　※一部

３
　
月
　
定
　
例

雄武町地域医療確保対策基金条例の制定
効率的かつ質の高い医療提供体制を構築するとともに、町民が安心できる医療サービスを提供
するため、基金の設置が必要となったもの。

可　決
（異議なし）

雄武町母子健康包括支援センター設置及び運営に関する条例の廃止
雄武町子ども家庭総合支援拠点及び雄武町母子健康包括支援センターを統合し、新たに雄武町
こども家庭センターを設置することから、当該条例の廃止が必要となったもの。

可　決
（異議なし）

雄武町簡易水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の
一部改正
雄武町公共下水道事業計画期間の延伸による計画人口の変更に伴い、一部改正が必要となった
もの。

可　決
（異議なし）

雄武町過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更
雄武町過疎地域持続的発展市町村計画 ( 令和 3 年 9 月 17 日策定 ) について、新たな事業の追加
が必要となり、北海道知事との協議が整ったので、議決を求めるもの。

可　決
（異議なし）

雄武町過疎地域持続的発展市町村計画
雄武町過疎地域持続的発展市町村計画 ( 令和 8 年度から令和 12 年度までの 5 年間 ) について、
北海道知事との協議が整ったたので、議決を求めるもの。

可　決
（異議なし）

町道の認定
番号 234 の路線（日の出８号線）について、町道として認定し管理するため、提案するものもの。

可　決
（異議なし）

オホーツク町村公平委員会委員の選任（舟木淳次氏・任期：令和８年４月１日～
令和 12 年３月 31 日）

オホーツク町村公平委員会委員五島巧氏が令和 8 年 3 月 31 日をもって任期満了となるので、後
任の委員を選任しようとするもの

同　意
（異議なし）

雄武町介護保険条例の一部改正
介護保険料の算定にあたり、令和 7 年度地方税制改正に伴う減免の申請書の提出を要しない旨
の規定を設けるもの。

可　決
（異議なし）

雄武町中小企業等融資あっせん条例の一部改正
令和 8 年 3 月 31 日までを期限とする中小企業等への融資あっせんについて、引き続き中小企業
等に対する経営安定及び基盤強化を図るもの。

可　決
（異議なし）

雄武町営住宅条例等の一部改正
町営住宅の駐車場使用料に関する規定が必要となったこと、及び令和 8 年 4 月 1 日から興部警察
署が紋別警察署と統合することに伴うもの。

可　決
（異議なし）

※ 賛否が分かれた議論はありませんでした。
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ま
れ
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す
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武
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8
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入
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新
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ま
し
た
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数
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を
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に
し
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で
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観
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に
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静
さ
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、
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ら
の
意
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的
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熱
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と
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し
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た

こ
と
が
強
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印
象
に
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ま
す
。

　
校
訓
「
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に
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」
は
昭
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63
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月

に
制
定
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れ
た
も
の
で
、
雄
武
は
道
内
で

も
有
数
の
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風
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吹
く
地
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で
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地
域
の
強
風
に
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徴
さ
れ
る
厳

し
い
環
境
の
中
で
、
困
難
に
立
ち
向
か

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て
成
長
し

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
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毎
日
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り
し
て
い
ま
す
。
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遠
藤 

友
宇
子

議 会 日 誌 令和７年 12 月

  11 ～ 12 日 第 5 回定例会開催
12 日 議会運営委員会開催

〃 第 12 回議会改革調査特別委員会開催
〃 第 17 回議会広報特別委員会開催

16 ～ 18 日 関係機関挨拶まわり（札幌市）、議長
18 日 北海道開発局水産課長懇親会出席、議長
20 日 龍神講魚霊祭出席、議長
25 日 第 13 回議会改革調査特別委員会開催
27 日 第 18 回議会広報特別委員会開催

27 日 雄武消防団歳末特別警戒督励式出席、議
長ほか 1 名

 令和８年１月

 1 日 令和 8 年雄武神社元旦祭出席、議長
4 日 雄武消防団出初式出席、議長ほか 7 名
9 日 雄武町新年交礼会出席　議長ほか 8 名

11 日
令和 8 年雄武町二十歳の集い出席、議長ほ
か 1 名

15 日 教育長歓迎会出席、議長ほか 7 名
16 日 第 1 回議会改革調査特別委員会

〃 第 1 回議会広報特別委員会開催
26 日 第 2 回議会改革調査特別委員会開催

 ２月
３日 第 2 回議会広報特別委員会開催
〃 議員協議会開催
〃 第 3 回議会改革調査特別委員会開催

８日 令和 7 年度武雄市児童交流訪問団来町に
伴う雄武町歓迎会出席、議長ほか 3 名

9 ～ 10 日 オホーツク町村議会議長会役員会、総会（遠
軽町）出席、議長

10 日 議会議員定数・報酬に関する町民意見交
換会開催（雄武会場）

12 日 議会議員定数・報酬に関する町民意見交
換会開催（沢木会場）

13 日 議会議員定数・報酬に関する町民意見交
換会開催（魚田会場）

14 日 議会議員定数・報酬に関する町民意見交
換会開催（幌内会場）

17 日 第 3 回議会広報特別委員会開催

18 日 第 40 回北方圏国際シンポジウム（紋別市）
出席、議長ほか 1 名

25 日 雄武町森林組合第 73 回通常総会出席、議長

26 日 雄武高等学校存続対策協議会出席、議長
ほか 1 名

〃 第 4 回議会改革調査特別委員会開催
〃 議会運営委員会開催

 ３月

1 日 雄武高等学校令和 7 年度卒業証書授与式
出席、議長ほか 8 名

３日 雄武漁協大漁祈願祭・龍神講大漁祈願祭
出席、議長

４日 議会全員協議会開催
〃 第 5 回議会改革調査特別委員会開催

６日 議会運営委員会
７日 出張 ! ! どこでも意見交換会開催


